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図６ 東海地域のひずみ変化 
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ひずみ変化を説明しうる断層モデル候補 

12 月 30 日 00 時～31 日 23 時 

Mw5.8～5.9 

■ 断層モデル推定に使用したひずみ観測点

□ 上記以外のひずみ観測点 

○ 各期間中に発生した深部低周波地震の震央 

● 断層モデル候補の中心 

津安濃 

1 月 1日 00時～2日 23時 

Mw5.5～5.7 

1月 3日 00時～4日 23時 

Mw5.6～5.7 
1 月 5日 00時～6日 23時 

Mw5.5～5.7 

1 月 7日 00時～9日 23時 

Mw5.5～5.6 
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田原高松 

田原高松 
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すべり候補領域は、中村・竹中（2004）
１）

によるグ

リッドサーチの手法
※

により求めた。プレート境界と

断層面の形状は Hirose et al.（2008）
２）

による。 

 

※ すべり候補領域の位置とその規模（Mw）を、すべりがプ

レート境界面上でプレートの沈み込み方向と反対に発生し

たと仮定し、考え得る全ての解を前提として得られる理論値

と観測値を比較し、合致するものを抽出する手法 
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図７ ひずみ変化を説明しうる断層モデル候補 


